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「つながる ひろがる」 みんなでまちづくり

とみさと市民活動サポートセンター Vol.28

富里親心会・こども食堂とみさと・ふくろうプレーパークによる「いも掘り大会」の様子（令和3年11月）NPO法人市民後見太陽の皆さん
NPO法人市民後見太陽の皆さん

安心安全なまちをめざして

みなさんは「安心安全なまち」と聞いてどんなイメージを持たれ

るでしょうか？犯罪の少ないまち、交通事故の少ないまち、人が

持つイメージは様々だと思います。富里市内には、少しでも交通

事故を減らしたい、そんな思いで活動している団体があります。

次のページでは、市内のカーブミラーを定期的に清掃している

「安心サポートミラークリーン隊」の活動を紹介します。

輝きを取り戻したカーブミラー
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『安心サポートミラークリーン隊』代表の中山さんに

活動を始めるきっかけを伺いました。

「平成25年に『和合倶楽部』という団地内のゴルフ仲

間で作った会の中で、ある時、メンバーの前島さんから

遊びだけではなく、何か人の役に立つことをやろうとい

う話が出たんです。そこで、団地内のカーブミラーの清

掃をしてはどうかと提案をしたところ、メンバーみんな

が賛成してくれて、8名でカーブミラーの清掃を始めま

した。初めて清掃をした時には随分汚れているミラーも

あり、清掃後の美しさを見て皆、感動したのを覚えてい

ます。」と発足当時を思い出されていました。

富里市内には市が設置したカーブミラーが約1,150本

あります。見通しの悪いところの安全確認のために設置

されるカーブミラーは常に雨風にさらされるため、泥や

苔の汚れがついてしまいます。特に畑や樹木が多い地域

ではなおさらです。「汚れているな。」「向きがおかし

いな。」そう思っても、私たちは素通りしてしまいがち

です。そこに課題を見つけ、少しでも事故を減らしたい

と、汚れてしまったカーブミラーを磨いているなんて、

他にはない活動ですよね。

この活動を始める時、市内のどこにカーブミラーが設

置されているのかを確認するため、建設課に相談をして、

設置場所を教えてもらったそうです。

それを基に最初は団地内のカーブミラーの清掃のみを

していましたが、数年後にはスイカロードレースに参加

する皆さんの安全を守りたいと、コース上にあるカーブ

ミラーを清掃するようになりました。

今では、市内の中部地区から南部地区にかけて年に3

～4回程度清掃をしているそうです。

「清掃をしていると、時には支柱のプレートが少し曲

がっているものもあるんです。少しの曲がりであれば清

掃した時に直していますが、中には車にぶつけられたり

して破損しているものを見つけることもあります。その

時は、建設課に報告をし、修理をお願いしているんです

よ。新しいカーブミラーは汚れが付かないようなコー

ティング加工がされているため、清掃の必要のないカー

ブミラーも増えてきて、安全のために良いことだと思っ

ています。」と話されていました。

冬晴れの日曜日、活動に同行させていただきました。

この日集まったメンバーは3人。手際よく準備を進め、

ミラーの清掃に取り掛かりました。道路上のため、車両

の通行に注意を払いながら作業を進めます。ミラーの中

には高さ4ｍ近いものもありますが、取り扱いが難しそ

うな掃除用具も、慣れた動作で１時間程で約20枚のミ

ラーを磨きあげていました。

作業中に親子連れと触れ合う場面も。

「何をされているんですか？」

「ミラーを磨いているんですよ。」

「ありがとうございます！」

こんなやり取りに代表は、「声をかけてもらえると嬉

しいよね。疲れも吹っ飛んじゃうよ」と目を細めて親子

の姿を見送っていました。

活動が終わった後、清掃する場所をどのように決めて

いるのか伺うと、車で通った時に気になったところを覚

えておいたり、現地を見に行って、メンバーで話し合っ

て決めているとのことでした。

これからも、この活動をずっと続けていきたいそうで

す。市内の各地域に活動が広がっていくといいですね。

地域を見つめるカーブミラーをピカピカに！

現在5人のメンバーで、市民の皆さんが事故に遭わ

ないよう祈りながら清掃活動をしているそうです。

この活動は小さな1歩かも知れませんが、その1歩が

無ければ次の1歩はありませんね。

行政と連携を取りながら

活動の始まりはゴルフの仲間から ありがとうの声に支えられ

ボランティア参加・見学・お問合せなど興味のあ

る方はぜひご連絡ください

【連絡先】 中山 080-5518-1180

安心サポートミラークリーン隊の皆さん



居酒屋 とんぼ

遠藤 妙子さん

【富里市七栄646-483 Tel 070-4314-0995】

「寄附で支えるまちづくり」に賛同しているお店

新しく立ち上がった市民活動団体を取材しました！

ほっこり☺ステーション

はじまりのメッセージ

野原 優太さん

【富里市七栄334 Tel 0476-29-5159】

若いチカラで地域をつなぐ

斜面から下りるための通路を整備中！

すでにちい寄附に参加されて

いた店舗のオーナーさんから

の紹介で知り、二つ返事で承

諾しました。子どもたちのた

めにも使われていることが嬉

しいです。これからも頑張っ

てほしいと思います。

市民と私たち事業者が富里を元

気にする「ちい寄附」 。市のた

めに活動している団体様への補

助金になることを知り、迷わず

参加させて頂きました。 僕の大

好きな地元富里に恩返し!

ここからはじまるパンライフ !!

お店のオリジナルT
シャツを着ている
ご主人

「ほっこり☺ステーション」は、10代の学生が主体と

なり令和4年4月に設立しました。現在5名で活動してお

り、富里に新たな風を吹き込んでくれそうです。

活動の機会を設ける事で「楽しかった！」という思い

から繋がる地域のご縁や、世代を超えた関わりを創って

いきたいと思います。私たち自身も楽しみながら、いろ

いろな人が関わり合うことの楽しさや自分たちの活動を

発信していきたいです。そして今後は、メンバーを増や

して多くの人と活動の場を広げたいです！

「ほっこり☺ステーション」では、入会はもちろん、

ボランティアをしたい方・体験・見学など老若男女大歓

迎です！ お気軽に問い合わせてみてください。

連絡先：佐藤 恭子(事務局)

電話番号：080-1168-1726

メールアドレス：k.sato.050137@gmail.com

みんなで飾り付けをしたクリスマスツリーを会場に飾り、

レクリエーションをして楽しみました♪

富里北部コミュニティセンターで行われたクリスマス

会。メンバーは、終始笑顔でテキパキとクリスマスカー

ド作りやレクリエーションなど、場を盛り上げていまし

た。参加した保護者の方からは「司会進行もしっかりと

しているね！」と好評で、子どもたちも楽しい時間に

なったようです。

Q.活動を始めようと思ったきっかけは？

令和4年度は両国地区でハロウィンパーティー、日吉

台地区でクリスマス会・凧揚げをやりました。季節の行

事を通じて地域の人たちが交流を持つことで、自分たち

が住むまちに愛着を持ってほしいなと思います。親子で

工作や外遊びをして、笑顔で楽しんでいる様子を見ると、

私たちも嬉しくなっちゃいます。

富里市主催の「令和3年度若者プロジェクト」事業に

参加したときに、両国地区で地域の人たちが交流できる

機会をつくりました。それをきっかけに、これからも富

里市を愛する学生・社会人が中心となって、地域の交流

を深めていく機会を作りたい！という思いで立ち上げま

した。

※「若者プロジェクト」の詳細については、

富里市ホームページをご覧ください。⇒

Q.どのような活動をしていますか？

凧
揚
げ
、
楽
し
か
っ
た
よ
♪

Q.今後のビジョンを教えてください
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＜連絡先＞とみさと市民活動サポートセンター

〒286-0292 千葉県富里市七栄652番地１（富里市役所 すこやかセンター1階）

■Tel／Fax：0476-93-4123 ■✉：tomisapo@bz04.plala.or.jp

とみさとの魅力みーつけた！ 富里の魅力ある「人」「場所」「文化」などに
スポットをあてて紹介していきます。

鴛 鴦 の 民 話 の

里 を 訪 ね て

今年は何度目かの年女。うさぎ年にふさわし

く今年は飛躍の年にしたいと思ったけれど、

年の初めから感染症に二つもかかり、一か月

の半分を休養しなければいけないことに。

出足を挫かれてしまいました。やれやれ。

健康でいることのありがたさをしみじみ感じ

た年の初めでした。（うさこ）

コーディネーターのひとりごと SNSアカウント

おしどり

普段、聞き慣れている地名も、民話や伝説などの由来

があると思うと、なんだかロマンや親しみを感じますね。

皆さんの住んでいる地名にも何かしら物語があるかもし

れません。調べたり、想像してみるのも楽しそうですね。

富里には、昔の人々の生活の中で生まれたことが現在

まで語り伝えられてきた民話や、昔起きたことが現在ま

で言い伝えられてきた伝説があります。その中の一つに

「鴛鴦寺（えんおうじ）」という民話があります。

鴛鴦寺は「滝谷津」と呼ばれる場所にあったと言われ

ています。その地名も今はありませんが、現在「滝下」

「滝台」という地名が残っているところから、その辺り

に寺があったとされています。また、矢が飛んで行った

先が「矢崎」だったと言われています。

富里の民話や伝説をもっと知りたい方は、市のホームペ

ージに掲載されています。また、YouTube動画でも民話

の読み聞かせが見られます！

（「富里のむかしばなし」で検索）

民話の中で、池があったとされる大谷

津は、現在、市民活動団体「おしどりの

里を育む会」が活動拠点としている場所

です。この会は、谷津の湿地再生、休耕

田の整備、動植物の調査・保護等に取り

組みながら、ザリガニ釣りやホタル観賞

富里の民話や伝説をご存じですか

民話「鴛鴦寺（えんおうじ）」

「中沢から立沢に通じる所に『大谷津』と呼ばれる場所

があり、そこは昔は池だったということである。

千葉胤政（たねまさ）がある時この地に来て狩りをし

たが、この日は獲物もなく、帰り道のたそがれ時にこの

池のあたりを通りかかると、たまたま二羽の鴛鴦（おし

どり）が泳いでいるのを見て一発矢を放った。矢は見事

に当たったが、鴛鴦は草むらに落ちてしまい姿を見失っ

た。翌日その場所に行って探してみると、矢に当たった

のは雄鳥だったが、雌鳥までも雄鳥の翼の間に首をはさ

んで死んでいた。これを見た胤政は、『鳥といえども夫

婦愛の深いもの』と感心して哀れみ、二羽の屍を厚く葬

り、一寺を建てた。これを『鴛鴦寺』と呼んでその冥福

を祈ったということである。」※民話より抜粋

現在の鴛鴦の民話の里は・・

「
お
し
ど
り
の
里
」
の
風
景
の
一
部
。
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会などを開催し、地域の皆さんが自然に触れる機会や、交

流の場として利用してもらいたい、と活動しています。

また、毎月第一日曜日は「オープンデイ」として、どな

たでも来られるように開放しています。

古より伝えられてきたお話を想像しながら「おしどりの

里」を訪ねてみてはいかがでしょう。

※お問合せ…おしどりの里を育む会 林田さん

080-5188-0747


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

